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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・認知科学 
キーワード：比較認知心理学 
 
１．研究計画の概要 
われわれを取り巻く世界を、われわれはどの
ように切り分け、どのように認識しているの
か。この認知科学の根幹に関わる問題に「比
較認知発達科学」という観点から答えるため
に、「多様性(Diversity)」、「多重性(Multiplicity, 
Multilayered)」、「階層性(Hierarchy)」をキーワ
ードに検討を進める。すなわち、認知機能の
根幹である「表象形成能力」について、多様
な認知領域での表象形成過程を、「表象の多
重性」と「表象の階層性」という観点から検
討する。さらに、比較対象についても、ヒト
を含む各種の霊長類と鯨類を対象に、比較対
象の多様性と階層性に着目しつつ検討を進
める。研究計画の中の個別のテーマは大きく
以下に分類することができる。 
（１）チンパンジーにおける視覚認知 
（２）鯨類各種における視覚情報処理とその
制約 
（３）霊長類および鯨類各種における視線追
従と共同注意 
（４）チンパンジーおよび鯨類各種における
自己映像認知 
 
２．研究の進捗状況 
 以下に、上記５テーマについての進捗状況
をまとめる。 
（１）チンパンジーにおける視覚認知 
主としてチンパンジーを対象に霊長類にお
ける視覚認知の諸相について検討を進めて
いる。とくに今回の基盤研究において、これ
まで主として用いられてきたタッチパネル
を用いた実験装置に加えて、トラックボール
や、非拘束･非侵襲の視線計測システムを導
入して研究を進めている。トラックボールを

用いて視覚的なフィードバックと身体運動
の関係から身体的自己認知の問題にアプロ
ーチした。また、チンパンジーにおける視線
計測に世界ではじめて成功し、チンパンジー
の注視行動の種特異性を明らかにした。また、
標準的なコンピュータ課題では、顔や身体な
どの社会的な刺激の知覚･認知、運動認識の
問題、視線認知などで多くの成果を得ること
ができた。 
（２）鯨類各種における視覚情報処理とその
制約 
名古屋港水族館と共同でハンドウイルカの
視覚認知に関する研究を進めている。特に見
本あわせ課題を用いた幾何学図形の弁別の
特性や象徴見本あわせにおける双方向的連
合（対称性）の形成などについて成果を得た。
また、イルカたちが日常的に目にするトレー
ナーからの演技指示のサインの認識やトレ
ーナー間の個体識別などについて検討を行
った。 
（３）霊長類および鯨類各種における視線追
従と共同注意 
チンパンジーでは、(1)で述べた視線計測シス
テムを用いてヒトチンパンジーにおける共
同注意のシステムの違いを明らかにした。イ
ルカではトレーナーの注意の状態がサイン
指示に対する反応にどのような影響をおよ
ぼすかにつて検討した。 
（４）チンパンジーおよび鯨類各種における
自己映像認知 
特に鯨類各種について自己鏡映像認知に関
する研究を進めた。 
 
３．現在までの達成度 
 全体的な評価としては、�当初の計画以上



に進展している、といえる。とくに個別テー
マ（１）と（３）については計画以上の研究
を進めることができた。ただし、（２）およ
び（４）など水族館での研究については水族
館側の活動との兼ね合いもあり、チンパンジ
ーでの研究ほど精力的には進めることがで
きなかった点は反省材料の一つである。しか
しながら、そのような中でもスタッフたちの
多大な助力により計画通りの成果を得るに
いたっている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本計画は全体として予想通り進展してい
る。これをふまえて、１年前倒しの形で現在
基盤研究（S）に応募している。これはこれ
までの研究を通じて確立した研究基盤と研
究成果をもとにイルカ類での認知研究のブ
レークスルーを狙ったものである。これまで
の成果は次のステップに前進するに十分な
ものであると自己評価している。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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